
7月は

同　和　問　題　期間中の催しに
啓発強調月間　　　　ご参加ください

です　謹賀田園馳回国醗轟

●と　き　7月9日（金）午後7時～8時30分

受付は午後6時30分から

●ところ　遠賀町中央公民館大ホール

●演　題　「差別が見えだした私」一部落問題に学ぶ－

●講　師　小林洋一郎さん

小林洋一郎さんプロフィール

昭和33年、商社に入社。カナダ、ベトナム駐在員な

どで活躍。

昭和45年9月、東海染工株式会社に入社。東京営業

所長、秘書課長などを経て、現在、総務部主任部員。

昭和59年7月、解放大学を終了し、現在まで東海染
工株式会社の同和問題推進委員会事務局長。

善書‘こ人権ブックレット24「国際化時代の企業と人

権」（解放出版社）がある。

●
放
送
局
　
R
K
B
毎
日
放
送

●
放
送
日
時
　
▽
　
「
転
校
生
」
＝
1
月

1
0
日
　
（
土
）
　
午
前
1
0
か
ら
1
0
時
5
6
分

ま
で
▽
「
不
意
の
旅
人
」
＝
1
月
1
7

日
　
（
土
）
午
前
1
0
時
か
ら
1
0
時
5
6
分

ま
で 回

田
田
園
留
輔
曲
固
◎

夢
∴
抄
∴
曽
∴
駐
∴
澄

（
I
、
圃
日
周
日
旧
聞
∪

●
と
き
　
1
月
1
日
（
木
）
午
後
4
時
～

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
川
駅
前
、
松
ノ
本
ス

ー
パ
ー
サ
ン
前
、
浅
木
ス
ー
パ
ー
サ

ン
前

●
内
容
　
啓
発
の
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
っ

て
差
別
を
な
く
す
呼
び
か
け
を
行
い

（
I
、
圃
風
聞
風
聞
∪

●
と
き
　
1
月
1
日
（
水
）
午
後
1
時
～

3
時
4
5
分

●
と
こ
ろ
　
田
川
文
化
セ
ン
タ
ー
（
田

川
市
平
松
三
－
三
六
）

●
内
容
　
▽
第
一
部
＝
映
画
「
翔
べ
明

日
へ
」
　
▽
第
二
部
＝
講
演
会
「
私
の

生
き
る
道
」
講
師
岸
田
華
子
さ
ん



くらしの

役場293－1234

現況届は、現在児童手当

の支給を受けている人の前

年の所得、養育の状況を届

けていただくもので、引き

続き手当てを受けられるか

どうかを決める大切なもの

です。引き続き受ける資格

があっても現況届の提出を

忘れると、6月分からの手

当てが受けられません。

出生や転入などで5年4

月30日までに、新しく児童

手当認定請求をされた人も
「現況届」を堤出してくだ

さい。

提出は6月30日（水）ま

でに福祉課福祉係へ

∴

曝
田
○
聞
達

妊

婦

相

談

●
と
き
　
1
月
5
日
　
（
月
）
午
後
1
時

5
0
分
～
3
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
役
場
保
健
室

●
内
容
　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
、
新

生
児
の
扱
い
か
た
、
も
く
浴
指
導
、

母
乳
に
つ
い
て

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
印
鑑
　
（
母
子
健

康
手
帳
の
受
領
者
の
み
）

●
料
金
　
無
料

乳
児
相
談

●
と
き
　
1
月
1
3
日
　
（
火
）
　
午
前
9
時

0
0
分
－
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
　
和
室

●
対
象
　
生
後
3
か
月
～
6
か
月
児

●
内
容
　
体
重
・
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
保
健
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
に
登
録

し
ま
せ
ん
か

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
看

護
職
貝
の
免
許
を
持
ち
な
が
ら
、
就
業

さ
れ
て
い
な
い
人
の
た
め
の
ナ
ー
ス
バ

ン
ク
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
事
業
に
は
、
未
就
業

の
有
資
格
者
の
登
録
、
職
場
の
紹
介
、

再
就
職
の
た
め
の
講
習
会
な
ど
が
あ
り

ま
す
。相

談
は
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

午
前
9
時
0
0
分
か
ら
午
後
3
時
ま
で
セ

ン
タ
ー
〔
福
岡
市
中
央
区
赤
坂
一
－
一

四
－
五
　
（
社
）
　
福
岡
県
看
護
協
会
内
℡

0
9
2
　
（
1
1
4
）
　
5
2
0
3
）
　
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

物
に
灰
か
つ
い
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

・力’・
こ
れ
ら
の
ご
み
は
、
で
き
る
か
ぎ
り

燃
え
る
ご
み
と
し
て
収
集
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

生
ご
み
の
水
切
り
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
＼

ご
み
を
焼
却
す
る
と
き

は
ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
み
を
焼
却
す
る
と
き
は
隣
近
所
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
特
に
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
や
ビ

ニ
ー
ル
は
焼
却
す
る
と
黒
煙
や
悪
臭
が

出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
隣
の
洗
濯

台
所
か
ら
出
る
生
ご
み
の
水
切
り
を

き
ち
ん
と
し
て
い
ま
す
か
？

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
生
ご
み
の
量
が

増
え
て
き
ま
す
。
水
切
り
の
状
態
が
悪

い
と
ご
み
収
集
車
か
ら
生
ご
み
の
水
分

が
道
路
へ
流
れ
出
る
こ
と
が
あ
り
、
悪

臭
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

生
ご
み
の
水
切
り
に
ご
協
力
く
だ
さ

好
奇
心
と
熱
意
が
仕
事
・
・
福
岡
県

職
員
採
用
（
中
級
一
試
験
が
あ
り
ま
す

●
区
分
・
定
員
　
行
政
事
務
＝
七
十
三

人
、
学
校
事
務
＝
十
人
、
馨
察
事
務

＝
二
十
人
、
栄
養
士
＝
七
人

●
年
齢
要
件
　
昭
和
4
3
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

●
申
し
込
み
受
付
期
間
　
6
月
2
8
日

（
月
）
　
～
1
月
9
日
　
（
金
）

●
第
一
次
試
験
　
8
月
1
日
　
（
日
）
、

福
岡
市
で
実
施

●
試
験
案
内
・
申
込
用
紙
の
配
付
　
県

庁
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
（
〒

舵
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
－
七
）

で
配
付
し
て
い
ま
す
。
郵
便
に
よ
る

請
求
は
、
封
筒
の
上
に
「
中
級
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
百
二
十
円
切
手
を

貼
っ
た
返
信
用
角
形
三
号
封
筒
を
同

封
し
て
人
事
委
員
会
へ
。

●
問
い
合
わ
せ
　
人
事
委
員
会
℡
0
9

2

　

（

6

4

1

）

　

3

8

8

3

●
そ
の
他
　
9
月
2
6
日
　
（
日
）
　
に
一
次

試
験
が
行
わ
れ
る
初
級
試
験
の
試
験

案
内
も
配
付
し
て
い
ま
す
。

県
政
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ア
イ
夏
休
み

親
子
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
が

●
日
程
　
▽
8
月
5
日
　
（
木
）
宝
溝
川

浄
化
セ
ン
タ
ー
、
青
少
年
科
学
館
（
北

九
州
市
小
倉
発
着
）
　
▽
8
月
1
9
日

（
木
）
　
林
業
試
験
場
、
グ
リ
ー
ン
ピ

ア
八
女
　
（
飯
塚
市
発
着
）
　
▽
8
月
2
4

日
（
火
）
水
産
海
洋
技
術
セ
ン
タ
ー
・

内
水
面
研
究
所
、
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
福

岡
市
天
神
発
着
）

●
応
募
資
格
　
小
学
生
と
保
護
者
　
（
県

内
在
住
者
で
保
護
者
の
う
ち
一
人
は

成
人
女
性
）

●
募
集
人
員
　
各
回
四
十
五
人
程
度

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
参
加
費
用
　
無
料

●
申
し
込
み
　
1
月
1
3
日
　
（
火
）
ま
で

に
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
希
望
す
る
日
を
書

い
て
福
岡
県
広
報
課
公
聴
係
（
〒
8
1
2



太裁縫富合に
参加しませんか

●とき　7月31日（土）午後

7時・）9時
●ところ　浅木小学校第二武
道場

●対象　盆踊りで太鼓を叩く
人（主に小・中学生）

●内容　町民音頭をテーマに

簡単なリズムを数えます。
●指導　遠賀太鼓の会の皆さ
ん

●その他　パチは各自持って
きてください。

●問い合わせ　萩尾修身さん
（遠賀Iii）℡（293）0116

乍＼

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
－
七
）
へ
。

一
枚
で
三
人
ま
で
申
し
込
め
ま
す
。

℡

0

9

2

（

6

5

1

）

1

1

1

1

（

代

表）「
福
岡
県
青
年
の
船
」

の
団
員
を
募
集
し
ま
す

●
実
施
日
　
日
月
4
日
　
（
木
）
　
～
1
4
日

（日）

●
訪
問
先
　
南
京
市
、
蘇
州
市
、
上
海

市
（
中
華
人
民
共
和
国
）

●
募
集
人
員
　
▽
一
般
団
員
＝
三
百
人

▽
班
長
＝
十
八
人

●
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
人
で
、
一

般
団
員
は
1
8
歳
か
ら
0
0
歳
ま
で
、
班

長
は
2
6
歳
か
ら
3
5
歳
ま
で
　
（
年
齢
は

平
成
5
年
4
月
1
日
現
在
）

●
参
加
者
負
担
金
　
▽
一
般
団
員
＝
九

万
円
▽
班
長
＝
免
除

●
申
し
込
み
　
8
月
2
日
　
（
月
）
　
ま
で

に
、
一
般
団
員
希
望
者
は
町
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
、
班
長
希
望
者
は

県
庁
青
少
年
対
策
課
℡
0
9
2
　
（
6

4
1
）
　
4
1
4
0
へ
　
（
申
し
込
み
用

紙
は
社
会
教
育
課
に
あ
り
ま
す
）

税
務
職
員
を
募
集

し

ま

す

国
家
公
務
員
Ⅲ
種
試
験
　
（
税
務
）
　
が

行
わ
れ
ま
す
。
合
格
し
た
人
は
税
務
大

学
校
に
入
校
し
、
一
年
三
か
月
の
研
修

を
受
け
た
後
、
税
務
署
な
ど
で
国
税
業

務
に
従
事
し
ま
す
。

●
採
用
予
定
人
員
　
九
州
地
区
で
約
百

人
●
受
験
資
格
　
昭
和
4
8
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
5
1
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

●
第
一
次
試
験
　
9
月
1
2
日
　
（
日
）

●
申
し
込
み
　
1
月
1
日
（
木
）
か
ら
8

日
（
木
）
ま
で
に
若
松
税
務
署
℡
（
1

6
1
）
2
5
3
6
ま
た
は
福
岡
国
税

局

℡

0

9

2

（

4

1

1

）

0

0

3

1

へ

人
④
看
護
学
生
＝
1
8
歳
以
上
2
1
歳
未

満
の
女
子
⑤
二
等
陸
・
海
・
空
士
＝

1
8
歳
以
上
2
7
歳
未
満
の
人

●
申
し
込
み
　
▽
①
②
③
＝
9
月
1
3
日

ま
で
▽
④
＝
1
0
月
2
9
日
ま
で
▽
⑤
＝

年
間
を
と
お
し
て
受
付

●
受
験
資
格
　
①
か
ら
④
ま
で
は
高
等

学
校
を
卒
業
　
（
卒
業
見
込
み
可
）
　
し

た
人

●
問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
募
集
事
務
所
℡

（
2
2
3
）
　
0
9
8
1

自
衛
官
を
募
集
し
て
い

ま
す

●
募
集
区
分
・
対
象
　
①
曹
候
補
士
＝

1
8
歳
以
上
2
7
歳
未
満
の
人
②
曹
候
補

学
生
＝
1
8
歳
以
上
2
1
歳
未
満
の
人
③

航
空
学
生
＝
1
8
歳
以
上
2
1
歳
未
満
の

東
京
消
防
庁
消
防
官
Ⅲ
類

の
採
用
試
験
が
あ
り
ま
す

●
一
次
試
験
　
9
月
2
8
日
　
（
火
）
　
全
国

十
五
都
市
で
実
施

●
受
験
資
格
　
昭
和
虹
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
5
1
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
　
（
大
学
卒
業
者
を
除
く
）

●
申
し
込
み
期
間
　
7
月
1
日
　
（
木
）

－
8
月
1
5
日
　
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
　
東
京
消
防
庁
人
事
部

人
事
課
採
用
係
℡
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0

1

2

0

　

（

1

1

9

）

　

8

8

2

福
岡
県
「
女
性
研
修
の
翼
」

の
国
見
を
募
集
し
ま
す

●
研
修
団
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
i

●
研
修
時
期
　
1
0
月
1
8
日
　
（
月
）
　
～
2
9

日
　
（
金
）
　
十
二
日
間

●
参
加
費
　
海
外
研
修
費
の
二
分
の
一

（
約
二
十
八
万
円
）

●
募
集
人
員
　
二
十
人

●
応
募
資
格
　
▽
平
成
5
年
4
月
1
日

現
在
で
、
満
2
0
歳
か
ら
0
0
巌
ま
で
の

県
内
に
居
住
す
る
人
（
学
生
を
除
く
）

▽
健
康
で
協
調
性
に
富
む
人
▽
女
性

問
題
に
関
す
る
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
人
　
（
特
別
職
公
務
員
を

除
く
）
　
▽
過
去
十
年
間
の
う
ち
に
、

国
・
地
方
公
共
団
体
の
公
的
経
費
に

よ
っ
て
、
海
外
研
修
事
業
に
参
加
し

た
人
を
除
く

●
応
募
方
法
　
1
月
1
5
日
　
（
木
）
　
ま
で

に
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ

（
申
込
書
は
社
会
教
育
課
に
あ
り
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
「
女
性
研
修

の
興
」
実
行
委
員
会
℡
0
9
2
　
（
6

4

1

）

　

4

1

3

1

地
　
℡
　
（
2
2
3
）
　
1
3
5
0
〕

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
の
資

格
試
験
を
受
け
ま
せ
ん
が

今
年
度
の
試
験
は
1
0
月
1
7
日
　
（
日
）

に
行
わ
れ
ま
す
。
①
高
等
学
校
卒
業
者

②
宅
地
ま
た
は
建
物
の
取
引
に
関
し
二

年
以
上
の
実
務
経
験
者
③
福
岡
県
知
事

が
②
に
準
ず
る
と
認
め
た
人
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
れ
ば
受
験
で
き
ま
す
。
申

込
書
は
1
月
5
日
（
月
）
か
ら
0
0
日
（
金
）

ま
で
県
土
木
事
務
所
建
築
課
、
（
財
）

福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
、
県
建
築

都
市
部
建
築
指
導
課
で
配
付
し
ま
す
。

●
受
験
料
　
七
千
円

●
問
い
合
わ
せ
　
（
財
）
福
岡
県
建
築

住
宅
セ
ン
タ
ー
℡
0
9
2
（
7
8
1
）

5

1

6

9

し
尿
浄
化
槽
清
掃
業
務
の

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

●
職
　
種
　
清
掃
車
運
転
手
と
作
業
員

●
募
集
人
員
　
若
干
名

●
年
齢
制
限
　
5
0
歳
く
ら
い
ま
で

●
申
し
込
み
　
履
歴
雷
を
1
月
5
日

（
月
）
ま
で
に
㈲
浄
水
管
理
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
　
〔
〒
8
0
7

－
0
1
芦
屋
町
大
字
芦
屋
一
四
四
八
番

「
リ
カ
レ
ン
ト
学
習
（
社
会
人
継
続
学
習
一

コ
ー
ス
」
の
受
講
生
を
募
基
し
ま
す

「
も
っ
と
学
び
た
い
」
、
「
も
っ
と
専

門
知
識
を
身
に
つ
け
た
い
」
そ
ん
な
社

会
人
の
た
め
に
文
部
省
は
地
域
の
大
学

な
ど
の
高
等
教
育
機
関
と
連
携
し
て

「
リ
カ
レ
ン
ト
学
習
コ
ー
ス
」
を
開
設

し
ま
す
。
一
科
目
二
か
月
程
度
の
講
座

が
8
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

●
受
講
料
　
1
科
目
五
千
円
～
一
万
二

千
円

●
資
料
請
求
　
二
百
五
十
円
切
手
を
同

封
し
て
福
岡
・
北
九
州
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
推
進
協
議
会
　
（
〒
縦
北
九
州
市

戸
畑
区
仙
水
町
一
－
一
、
九
州
工
業

大
学
内
）
　
℡
（
8
8
3
）
0
2
2
0
へ

●
申
し
込
み
締
切
り
　
1
月
2
1
日
（
水
）



第1種町営住宅の入居昔（一戸）
を募集しています。

聖雪国百畢
空目畢甲羅
哩宙甲国軍

嚢∴‾－∴中　一売生壁

●場　　所　遠賀町大字広波

●募集戸数　第一種（3K）2階一戸

●家　　賃　月額29．500円

●共益金　月額4，000円程度

●敷　　金　88．500円（家賃の3カ月分）

●入居資格

○町内に住所または勤務場所を有する人。
○現に同居し、または同居しようとする親

族がある人。
○収入が下表の基準以内の人。

●申込期間　7月9日（全）まで

●申込み・問い合わせ

総務課管財係　℡（293）1234へ

S入居資格収入基準（給与所得書の場合）

ヽ

田
　
も

あ
し
や
夏
ま
つ
り
に
で

か
け
ま
せ
ん
か

年
後
8
時
か
ら

▽
青
い
海
の
カ
ー
ニ
パ
ル
＝
7
月
2
5
日

（
日
）
　
午
前
9
時
か
ら
　
（
砂
の
彫
刻

コ

ン

テ

ス

ト

や

∴

ビ

ー

チ

ソ

フ

ト

ハ

レ
ー
大
会
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム
な
と
が

盛
り
た
く
さ
ん
）

●
問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
町
観
光
協
会

（
芦
屠
町
役
場
内
）
　
℡
　
（
2
2
3
）

0

8

8

1田
　
園

●
相
談
内
容
　
▽
日
常
の
家
庭
牛
活
で

困
っ
て
い
る
問
題
▽
幼
稚
岡
・
保
育

園
・
小
掌
校
な
と
で
因
っ
て
い
る
問

題
▽
手
と
も
の
柵
榊
発
達
、
発
育
障

害
に
関
す
る
問
題
▽
入
学
に
関
す
る

問
題
な
と

●
申
し
込
み
　
1
月
9
日
　
（
金
）
　
ま
で

に
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
へ

●
催
し
・
日
時

▽
あ
し
や
サ
ン
ハ
大
会
＝
1
月
1
7
日

（
上
）
牛
後
6
時
か
ら
（
今
年
は
、
オ
ー

ル
デ
ィ
ー
ズ
の
牛
一
フ
イ
ブ
や
星
空
の

下
の
大
デ
ィ
ス
コ
大
会
な
ど
が
あ
り

ます。）

▽
あ
し
や
花
火
大
会
＝
1
月
2
4
日
（
土
）

心
身
障
害
児
の
保
護
者
を
対
象
に

し
た
巡
回
教
育
相
談
が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
1
月
2
9
H
　
（
木
）
、
午
前
9

時
3
0
分
～
牛
後
4
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
福
岡
県
八
幡
総
合
庁
舎
二

階
第
三
会
談
素

●
対
象
　
北
九
州
教
育
事
務
所
管
内
に

住
む
心
身
障
害
児
の
保
護
者
で
相
談

を
希
望
さ
れ
る
人

交
通
事
故
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す

●
相
談
日
　
毎
週
月
脇
目
～
金
職
日
、

午
前
9
時
3
0
分
～
止
午
と
午
後
1
時

－
4
時
4
0
分
　
（
祝
日
を
除
く
）

●
弁
護
士
相
談
日
　
毎
週
金
曜
日
、
午

後
1
時
～
4
時

●
料
金
　
無
料

●
と
こ
ろ
　
小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相

談
セ
ン
タ
ー
〔
小
倉
北
区
紺
屋
町
九

－
一
明
治
生
命
小
倉
ビ
ル
五
階
℡

（
5
2
1
）
　
2
1
4
0
〕

※
雌
話
で
の
相
談
も
で
き
ま
す

1
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
月
間
で
す

〝
更
生
に
温
か
い
目
を
〟

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
　
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
住
民
の
一
人
ひ
と
り
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
カ
を
合
わ
せ

て
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
法
務

省
の
主
唱
に
よ
り
実
施
さ
れ
、
今
年
で

第
四
十
三
回
を
迎
え
て
い
ま
す
。

現
在
「
少
年
非
行
防
止
と
更
生
の
援

助
の
た
め
の
地
域
住
民
の
理
解
を
求
め

る
」
を
重
点
目
標
と
し
て
運
動
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
福
岡
県
の
少
年
非
行
は
、
刑

法
犯
少
年
が
前
年
を
下
回
っ
た
も
の

の
、
依
然
と
し
て
全
刑
法
犯
検
挙
人
員

の
三
分
の
二
近
く
を
占
め
、
無
職
少
年

に
よ
る
強
盗
事
件
や
小
・
中
学
生
に
よ

る
放
火
事
件
な
ど
の
凶
悪
事
件
、
さ
ら

に
は
有
害
な
環
境
に
誘
発
さ
れ
て
の
非

行
な
ど
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

住
民
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
の
少
年
非

行
の
実
態
を
認
識
し
て
、
地
域
環
境
の

浄
化
に
心
が
け
る
と
と
も
に
、
不
幸
に

し
て
罪
を
侵
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直
り

を
温
か
い
目
で
見
守
り
、
か
つ
、
援
助

の
手
を
さ
し
の
べ
、
明
る
い
社
会
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
o

〝
ふ
れ
あ
い
と
対
話
〃
が
築
く
明
る
い
社
会

も
う
す
ぐ
、
子
と
も
た
ち
が
待
ち
望

ん
で
い
る
夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま
す
。

勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
、
遊
び
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
計
画
を
立
て
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
「
蕊
囲

環
境
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
も
少
な
か

ら
ず
原
因
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

一
番
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
い
る

の
は
、
わ
た
し
た
ち
大
人

し
か
し
、
一
方
で
夏
休

み
は
少
年
の
非
行
が
増

え
る
時
期
で
も
あ
り
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
気

の
緩
み
か
、
ら
シ
ン
ナ
ー

に
手
を
出
し
た
り
、
万
　
旧
…
川

引
き
を
し
た
り
す
る
子

ー
月
。
J
l
．
「
“
“
J
〝
。
一

が
子
と
も
た
ち
と
の
ふ
れ

あ
い
や
対
話
を
忘
れ
て
い

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。子

と
も
た
ち
が
健
や
か

に
伸
び
伸
び
と
成
長
で
き

る
明
る
い
社
会
を
つ
く
る

た
め
に
、
家
庭
や
学
校
、
職

ど
も
た
ち
が
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

情
報
過
多
の
時
代
と
い
わ
れ
る
中
、

子
と
も
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
全
体
の

場
、
地
域
社
会
な
ど
で
、
わ
た
し
た
ち
大

人
が
親
身
に
な
っ
て
子
と
も
た
ち
と
ふ

れ
あ
い
、
対
話
を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。



回国田園㊥㊨
障害基礎年金・遺族基礎年金を

受けている人へ・・・

あなたが受けている障害基礎年金、遺族基礎年

金の証書には、あなたの年金証書記号番号が載っ

ています。

全部で14桁の数字のうち左から5番目と6番

目（下の●●）の2桁の数字があなたの受けてい

る年金の種別を表しています。

0000　●●　00000000

この年全種別が「26」「63」「27」「28」

となっている障害基礎年金、遺族基礎年金を受け

ている人は、現況届を7月中に、役場国保年金係

に必ず提出してください。

施設に入所されている人などで住所と住民票が

相違しているときは、早めに国保年金係へ相談く

ださい。

現況届を7月中に提出されませんと年金の支払

いが一時ストップされますのでご注意ください。

現況届の用紙は、6月下旬に社会保険事務所か

ら直接、本人に郵送されます。障害の程度を確か

める必要のある人には、現況届の用紙と一緒（こ診

断書の用紙が送られてきます。7月中に医師に診

断書を書いてもらって、現況届と一緒に国保年金

係に提出してください。

現況届を記入されるときは、同封された「国民

年金受給者のしおり」をよく読んで参考にしてく

ださい。

スポット

国民年金保険料の納め忘れが続くと、

将来年金が受けられません
納付は口座振替が便利です

国民年金の保険料は20歳になった月から60

歳になる前の月まで納めなければなりませ
ん。保険料の未納期間が一定以上になると、
将来年金が受けられなくなります。

銀行、信用金庫、農協などの金融機関の預
金口座から保険料を自動振替することができ
ます。口座振替にすると納め忘れがなくなり、

毎月金融機関に出向く手間も省けます。とく
に仕事の忙しい人や不在がちの人などに便利
です。

7月11日旧）は

運賃面重要嚢貴会

妻員一触運筆の

腹痛日です。　　　㌢

7月11日（日）に遠賀町農業委員会委員一般選挙が行われます

遠賀町農業委員会委員一枝選挙にともなう立候補の受付などを

次のとおり行います。

▽立候補予定者説明会（届出書類の記載要領など）
●と　き　6月28日（月）、午後1時30分から

●ところ　遠賀町役塩2階大会搬室

▽立候補届出書類の予備審査
●と　き　7月5日（月）、午前9時から正午まで

●ところ　遠賀町役楊2階大会強堅

▽立候補の届出
●と　き　7月6日（火）午前8時30分から午後5時まで

●唱　所　遠賀町役揚2階大会譲宴

▽その他
立候補の届出書類は、郵便では受付できませんので、直接選

挙管理委員会に提出してください。

※　詳細についての問い合わせは、遠賀町選挙管理委員会事務

局℡（293）1234へお尋ねください。

言‾－‾

扇
風
機
は
使
用
前
に
必

ず
自
己
点
検
を

そ
ろ
そ
ろ
扇
風
機
が
活
躍
す
る
季
節

で
す
。
安
全
に
使
う
た
め
に
十
分
な
点

検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
羽
根
の
回
転
や
、

モ
ー
タ
ー
部
の
熱
、
匂
い
、
音
な
ど
に

異
常
が
あ
っ
た
ら
、
プ
ラ
グ
が
抜
け
て

い
な
い
か
、
タ
イ
マ
ー
つ
ま
み
が
「
切
」

に
な
っ
て
い
な
い
か
、
ガ
ー
ド
が
変
形

し
て
い
な
い
か
、
ガ
ー
ド
や
羽
根
の
取

り
付
け
が
ゆ
る
ん
で
い
な
い
か
、
な
ど

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
異

常
が
あ
れ
ば
、
発
煙
・
発
火
の
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
プ
ラ
グ
を
抜

い
て
使
用
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。
再

国
民
年
金
健
康
セ
ン
タ
ー

年
末
年
始
の
宿
泊
予
約
は
ハ
ガ
キ
で

国
民
年
金
健
康
セ
ン
タ
ー
「
ク
リ
ー

ン
ビ
ル
若
宮
」
で
は
、
平
成
5
年
1
2
月

3
1
か
ら
6
年
1
月
4
日
ま
で
の
宿
泊
の

予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
し
込

み
は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
宿
泊
日
、
宿
泊
人
数
を
書
い
て

1
月
3
1
日
　
（
土
）
　
ま
で
に
弾
く
よ
う
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。
通
話
で
の
受
付
は

し
て
い
ま
せ
ん
。
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
グ
リ
ー

ン
ヒ
ル
若
宮
　
〔
〒
磁
I
O
l
若
宮
町
大

字
脇
田
七
七
八
－
一
℡
0
9
4
9
5

（
4
）
　
0
3
0
5
〕

圃
圃
園
閏

使
用
の
際
は
必
ず
販
売
店
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。



水上力一二パル出場チーム募集

●と　き

●ところ

▽申し込み方法

所定の申込書（教育委貝会社会教育課にあります）に必

要事項を記入し、保険料（1クルーにつき1000円）を添え

て申し込みください。ただし、町民レガッタ各区対抗の部

についてはl区1クルーとし、区長を経由してください。

また、イカダ競争の部のみ先着40チームまでとします。

▽受付期間・申し込み先

7月1日（木）から20日（火）までに遠賀町社会教育課

体育振興係℡（293）1234（〒811－43遠賀町大字今古賀513）

へ。郵送の場合は7月20日必着とします。

イカダ競争（アイディア艇）の郡

t穿刑管轄種

中学生以上ならどなたでも参加できます。

鰯醗薄暮話す

▽種目

アイディア艇の部

艇の材質は自由、動力は自力、船外機とちらでも構いま

せん。

▽方法

300メートル1コースで行います
一定の時間を設け、コースを遊漕する間に審査を行いま

す。

書宣言胴脚

▽3人以上のグループで∴必ず3人以上が乗艇してくだ

さい。　　　　　！

感動
ふ韓韓0

8月22日（日）競技開始＝午前9時

遠賀川　漕艇場

町民レガッタ（漕艇競技）の吾

e荘園D 
町内に住んでいる人（中学生以上）または勤めている人 

6回重患韮） 
▽薩目 

1．各区対抗の部（男子・女子） 

2．オープンの蔀（男子i女子） 

▽方法 

500メートル6コースで行います 

予選→敗者復活戦→準決勝→決勝 

チームの編成 
’　▽1クルーにつき選手5人（漕手4人、舵手1人）監督 

1人（選手兼可）補漕4人まで。舵手は、男子の蔀のみ 

女子も認めます。 
▽登録は1人1クルーとし鍵のかけもちはできません。 

腹l親1捌　田島砺砺斬斬脆寒 　露節操i書階I潮’ �訓拷！ 

区対抗（男子・女子）の蔀で優勝したクルーは、10月10 

日、長野県下諏訪町で開催される「全国市町村交流レ 

かツタ大会」に派遣します。 

出場全チーム（ 一一、〇　i �賞金 

奇効綴簿 

1位　80・000円　1位　70，000円 �IIII輩 

以下20，000円　7位以下20，000円 �IIIIl馨 ●IIII馨 ；IIII輩 IIIl撃 ●I＿uli響 タiII峯 

発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　株式会社ペイジ

園


